生活衛生豆知識№31

食中毒より怖い　ス　ズ　メ　バ　チ
スズメバチに刺されて死亡する人は食中毒での死亡者（毎年１０人程度）より数倍多く、全国で毎年おおよそ４０人（３０人kから７０人）です。そこで、スズメバチの種類、対策等についてまとめましたのでお知らせします。

スズメバチとは（スズメバチ科に含まれる大型の蜂）
　蜂の中では一番攻撃性が強く、毎年刺されアレルギ－ショックなどで毎年おおよそ４０人が死亡している。同じ科にはアシナガバチも含まれるが、死亡報告は殆ど無い。

種類による特徴（攻撃性が強い順。しかし素人では殆ど区別がつかない。大きさは｢働き蜂｣で17mm～37mm。ジバチ類は除く）
  オオスズメバチ：地中、樹洞などの閉鎖空間に巣を作る。日本産最大の蜂。縄張り意識が強い。追いかけてくる距離は８０ｍ位といわれ、襲われかけたら、身をかがめて逃げる。
  キイロスズメバチ：建物の軒下、天井裏などの解放・閉鎖空間に大型の巣を作る。全国的に刺症被害がもっとも多い。
  モンスズメバチ：樹洞、建物の天井裏などの閉鎖空間に巣を作る。威嚇性が強い。
  コガタスズメバチ：建物の軒下、常緑広葉樹（サザンカ、ツバキに多い）の枝などの解放空間に巣を作る。都市部で増加。
  ヒメスズメバチ：建物の床下、天井裏などの閉鎖空間に最も小型の巣を作る。大きさはオオスズメバチに次ぐ。毒性が弱い。

予防対策
  なるべく早く巣を除去する。盛夏以降、林の中を散歩・ハイキングする場合は、白や黄色の服装（長袖シャツ）や帽子を着用する。スズメバチを見たら静かに通りすぎる。野外での活動では化粧品や香水の使用を避ける。ハチに刺される事故は８、９月に集中している。

駆除方法
  ６月末頃までならば、女王蜂一匹で巣作り、幼虫の世話をしているのでスプレ－式殺虫剤を吹き付けて除去する。樹木の枝などの解放空間ならばホ－スを使い、水をかけ落とし殺虫剤を吹き付ける。７月末頃までならば、日没後１時間位で働き蜂の殆どが帰巣するので、その後、スプレ－式殺虫剤を出入り口から吹き付けて除去する（素人が駆除する場合は、見張り役の蜂に十分に注意が必要）。８月以降は働き蜂が増え、巣の防衛本能が強くなるので専門業者へ依頼する。

ハチ刺傷（毒性）
  直接作用：刺傷が多いと死亡することがある。速やかに針を抜き、抗ヒスタミン軟膏を塗り水で冷やす。
  アレルギ－作用：毒の注入量にかかわらず起こり、死亡することがある。全身症状が見られる場合は直ちに医療機関で受診する。以前、刺傷で具合が悪くなった人は注意が必要。
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